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◎ナミビアってどんなイメージ？どんな国？～地理編～ 

 野芥小学校の皆さんこんにちは。ナミビアに住んで１年 2カ月程が経ちました。ナミビアの気候にも大分慣れて 

きました。さて今回は地理（気候）に関するお話をしていきたいと思います。 

 皆さんはナミビアに対してどんなイメージがありますか？「アフリカ大陸にある国だから一年中暑いのではない

か？」「砂漠があるときいたから、乾燥していて緑の植物がないのではないか？」私もナミビアに来る前は同じよう

な考えをもっていました。実際どうなのでしょうか？ 

現在１２月のナミビア、季節は夏真っただ中です！！人生で２度目の真夏のクリスマスを過ごすことになります。夏と

秋は雨季で一日のうち短時間で強い雨が降ります。夏（１０月～３月）はとても暑いです。３０度台後半になることも

多いです。しかし、雨季といえどもナミビアは日本に比べて湿度が低いのでカラッとしていて、汗もそれほどかかず

過ごしやすいです。先生の家にはエアコンがないのですが、扇風機で過ごすことができます。秋（４月）はだんだん

涼しくなり、さらに過ごしやすくなります。雨季には雨が降るため、植物はぐんぐん育ち、緑が生い茂ります。 

 冬は日本と同じくとってもとっても寒いです！！朝の気温は基本的に１桁台です。ちなみに雪は降りません。（しかし、

４月に雹が降りました。）冬服をほとんど持ってきていなかった先生は、セーターやパーカーをナミビアで購入しまし

た。しかし、日中になると２５度近くまで気温が上がります。そして夜にはまた１桁台になっていく…というように１日

の中で寒暖差が大きいのがナミビアの冬（５月～７月）です。そのため体温調節が難しく、体調を崩さないように気

を付けていました。春（８月～９月）は暖かくなります。冬と春は乾季といい、雨がほとんど降らず乾燥しています。 

 このように、ナミビアも日本と同じように季節の変化があり、雨季と乾季に分かれているということが分かったと思

います。しかし、この情報は先生の住んでいる地域（オチワロンゴ）のことであり、地域によって地理、気候は異なり

ます。ナミビアの国の面積はなんと日本の約２．２倍もあるのです！そのためそれぞれの地域で景色が全然違います。 

（日本も北海道と沖縄とでは全く気候が違いますよね。）ナミビアに住んで１年以上経ちましたがまだまだ知らない

ことが多く、新しい発見があり楽しいです！皆さんも自分の興味のあることについてぜひ調べてみてくださいね。 

 

◎最近のフルイット小学校 

 先月、成績上位の子どもたちの表彰式が行われました。 

昨年度までコロナ禍であったため、２年ぶりの開催でした。 

３日間に分かれて行われ、たくさんの子どもたちが表彰 

されていました。各教科学年１位の生徒には本（７年生に 

はトロフィーも）が贈られ、とても素敵な式となりました。 

私は６年生の算数の成績上位者達に賞状と本を手渡す 

ことができ、とても貴重な経験となりました。 
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